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図１. (A)キャベツの葉の画像例. (B)人工物の CG 画

像の例. (C)複数のキャベツ画像の鮮度を見比べるチ

ンパンジー. (D)4 つの中から 1つだけ光沢の強さの

異なる CG 画像に触れるヒトの児童. 

 
○研究の背景と目的 
 私たちヒトは，様々な素材やその状態の違いを見

分けることができます．このような豊かな質感の世

界に暮らすのはヒトだけなのでしょうか．質感の知

覚が，環境の認識や食物選択，配偶者選択など生存

にとって重要な役割を果たしているとすれば，質感

を識別する能力の一部は，そのほかの動物にも備わ

っているかもしれません．本研究では，ヒトとその

他の動物に共通な質感知覚の基盤とその発達過程を

探るため，ヒトに最も近縁なチンパンジーやヒトの

児童を対象に光沢質感知覚について検討しました． 
 
○これまでに得られた成果 

 チンパンジーにとって馴染みのあるキャベツの写

真（図 1A）や，馴染みのない未知の人工物の CG 画

像（図 1B）を用い，光沢の違いを識別する能力につ

いて比較しました． 
 まず，キャベツの葉が時間経過に伴い劣化してい

く様子を撮影した写真を用いて，「鮮度」の異なる 6
枚のキャベツの画像のセットを 2 つ見比べて，より

新鮮な方を選択できるかについて調べました（図

1C）．その結果，ヒトもチンパンジーも，複数の画像

セットでも 1 枚ずつよりも正確に「鮮度」の違いを

識別できることが示されました．このことから, ヒト

もチンパンジーも，1 つずつ鮮度の違いを見比べて

識別するだけでなく，場面全体に広がった複数の対

象でも瞬時に鮮度の違いを識別できることが示唆さ

れました． 
 一方で，人工物の CG 画像から光沢の強さを識別

する能力については，ヒトとチンパンジーで違いが

あることもわかりました．コンピュータ画面上に呈

示された 4 枚の物体画像の中から 1 枚だけ光沢の強

さの異なる物体の画像を選択する課題をおこないま

した．光沢の強さは 7 種類あり，中程度の光沢を持

つ物体の画像の中からより光沢の弱い物体の画像を

見つけ出す条件が 3 つと, 中程度の光沢を持つ物体

の画像の中からより光沢の強い物体の画像を見つけ

出す条件が 3 つありました。その結果, ヒトの成人

では，光沢の弱い物体を検出する条件の方が，光沢

の強い物体を検出する条件よりも正確に答えられた

のに対し，チンパンジーでは，いずれの条件でも正

確に答えられないことがわかりました．このことか

ら，チンパンジーでは，少なくとも本研究で用いた

CG 画像から光沢の強さを識別することが難しい可

能性が示唆されました． 
 さらに, ヒトの発達過程において光沢の強さの違

いを識別する能力がどのように変化するかを明らか

にするため，6 歳から 12 歳のヒトの児童を対象に，

成人やチンパンジーと同じ課題を用いて光沢の強さ

の違いを識別する能力について調べました（図 1D）．

その結果，ヒトの児童では，6 歳から 9 歳半の児童

よりも9歳半から12歳の児童の方がより正確に答え

られること，9 歳半から 12 歳の児童と成人の正答率

には差がないことが示されました．したがって，光

沢の強さの識別能力は，児童期まで発達し，成人と

同じレベルに達する可能性が示唆されました． 
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